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(A) Research background  

 大きな変成を受けていないコンドライトには粒径が

数 µm の Fayalite と Magnetite が含まれている。これら

の鉱物の形成プロセスには二つの説が提案されている。

一つは原始太陽系星雲中で鉄が酸化されることで形成

するという説である(e.g., Palme and Fegley 1990)。もう

一つは母天体中での水質変質によってこれらの鉱物が

形成するという説である(e.g., Wasson and Krot 1994)。

大きな変成を受けていない隕石では広く見られるこれ

らの鉱物であるが、形成プロセスは完全に解明されて

いない。そこで、本研究では CO コンドライト、CV

コンドライト、LL コンドライト中に含まれる Fayalite

と Magnetite の形成プロセスについて議論を行う。 

(B) Methods 

CO コンドライト、CV コンドライト、LL コンドラ

イトの 19 個の薄片を用いて SEM、EPMA を用いて組

織観察を行なった。また、これらの薄片の 6 か所から

超薄切片を作成し、TEM 観察を行なった。さらに、

SIMS を用いて Fayalite、Magnetite、コンドリュールの

メソスタシスの酸素同位体分析も行なった。 

(C) Results and Discussion 

組織観察の結果、本研究の試料中には Fayalite と

Magnetite に加えて層状ケイ酸塩や硫化鉄などが見ら

れ、これらはコンドリュール中にもマトリックスにも

普遍的に存在することが分かった。また、酸素同位体

分析の結果、Fayalite や Magnetite の酸素同位体組成の

プロットは質量分別直線上に載ることが分かった。以

上の結果から、本研究の試料中の Fayalite と Magnetite

は母天体中での水質変質によって形成したと考えられ

る。一方で、Fayalite と Magnetite のΔ17O の値に着目

すると、試料ごとで様々な値であることが分かった。

この酸素同位体組成の違いは水質変質の際に生じた水

溶液の酸素同位体組成の違いを反映しており、試料の

母天体に集積した水氷の酸素同位体組成が異なってい

たことを示唆している。よって、これらの母天体に含

まれていた水氷が凝縮した際の原始太陽系円盤内の酸

素同位体組成が不均質であったと考えられる。 

(D) Conclusions  

 本研究の試料中の FayaliteやMagnetiteは母天体中で

の水質変質によって形成したことが分かった。また、

これらの鉱物の酸素同位体組成から原始太陽系円盤内

の不均質性を考察した。大きな変成を受けていない隕

石で広く見られる Fayalite の形成プロセスを制約した

本研究は、今後これらの隕石の形成プロセスを解明す

る上で重要になると考えられる。 
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